
 

 

日本政府に核兵器禁止条約への署

名・批准を求める意見書決議 

６９７自治体 

 （2025年 1月 23日) 

■ 阪府（１０）：和泉市議会、泉佐野市

議会、摂津市議会、高石市議会、

日
本
は
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に

立
つ
べ
き
で
す
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
は
最
低
条
件
で
す
！
！ 

石
破
茂
首
相
は
、
施
政
方
針
演

説
で
日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル 

平

和
賞
受
賞
も
、
１
月
２
２
日
に
発
効

４
周
年
を
迎
え
た
核
兵
器
禁
止
条

約
に
も
一
言
も
触
れ
ず
、
日
米
軍

事
同
盟
（『
核
の
傘
』）を
い
っ
そ
う
強

化
す
る
こ
と
、
過
去
最
高
の
８
兆
７

０
０
０
億
円
を
超
え
る
軍
事
費
（
防

衛
費
）
予
算
の
推
進
を
表
明
し
ま
し

た
。 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
を
見
て

も
、「
軍
事
」
対
「
軍
事
」
、「
核
」
対

「
核
」
の
対
応
で
は
、
最
悪
の
場
合
に

は
核
戦
争
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

招
く
だ
け
で
、
平
和 

と
安
全
は
実

現
し
ま
せ
ん
。
国
会
で
、
被
爆
者
の

証
言
、
核
兵
器
廃
絶
の
思
い
を
聞
く

機
会
を
つ
く
る
な
ど
、
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
、
核
兵
器
禁
止
・
廃 

絶
へ
真
剣
な
議
論
を
交
わ
し
、
そ
の

先
頭
に
立
つ
べ
き
で
す
。
核
兵
器
禁

止
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
へ
の
、

日
本
政
府
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

は
、
当
然
で
す
。
石
破
政
権
は
、
日

米
軍
事
同
盟
の
強
化
、
米
国
の 

「
核

の
傘
」
へ
の
依
存
を
き
っ
ぱ
り
や
め
、

核
兵
器 

禁
止
条
約
に
参
加
し
、
被

爆
国
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
き

で
す
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

す
る
日
本
の
実
現
へ
、
あ
ら
ゆ
る
行

動
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
声
を
大
き

く
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

   

                

 

２０２５年 

２月号 

 

 

原水協通信 
（大阪版） 

国連NGO原水爆禁止日本協議会  

毎月１回６日発行 

〒113-8464 文京区湯島２－４－４  

(大阪原水協)〒542-0012 

大阪市中央区谷町 7-3-4 

新谷町第 3ビル 210号 

電話 06（6765）2552 

FAX 06（6765）2837 

☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

２０２５年１月２２日の到達 １３３,７４４筆  

大阪原水協は、毎月２２日を集約日としています。 

各団体・地域原水協・個人より報告をお願いします。 

報告は、FAX及びメール、署名の郵送等でお願いします。 

 

核兵器禁止条約署名 ハガキ付き署名リーフレットが新しくなりました 

２０２５年 ２月 ６日                                           第９７３号 

 

 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
し
た
日
本
被
団
協
代

表
委
員
の
田
中
煕
巳
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

「 

核
兵
器
の
保
有
と
使
用
を
前
提
と
す
る
核
抑

止
論
で 

は
な
く
、
核
兵
器
は
一
発
た
り
と
も
持

っ
て
は
い
け
な 

い
と
い
う
の
が
、
原
爆
被
害
者
の

心
か
ら
の
願
い
で
す
。  

世
界
中
の
皆
さ
ん「
核

兵
器
禁
止
条
約
」の
さ
ら
な
る 

普
遍
化
と
核
兵

器
廃
絶
の
国
際
条
約
の
策
定
を
め
ざ 

し
、
核
兵

器
の
非
人
道
性
を
感
性
で
受
け
止
め
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
原 

爆
体
験
者
の
証
言
の
場
を
各
国

で
開
い
て
く
だ
さ
い
。  

人
類
が
核
兵
器
で
自
滅

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
‼ 

核
兵
器
も
戦
争
も 

な
い
世
界
の
人
間
社
会
を
求
め
て
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
‼
（
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
で
の
ス

ピ
ー
チ
か
ら
）」を
掲
載
。
そ
し
て
、
日
本
被
団
協

事
務
局
次
長
の
児
玉
三
智
子
さ
ん
、
漫
画
家
の

ち
ば
て
つ
や
さ
ん
が
賛
同
を
よ
び
か
け
て
い
ま

す
。
核
兵
器
禁
止
条
約
は
世
界
の
流
れ
で
あ

り
、「
核
抑
止
力
」強
化
は
核
戦
争
の
危
機
を
増

や
す
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
被
爆
国
と
し

て
の
役
割
な
ど
掲
載
し
ま
し
た
。 

被
爆
８
０
年
、
署
名
を
草
の
根
か
ら
い
っ
そ
う

ひ
ろ
げ
、
い
ま
こ
そ
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

へ
行
動
し
ま
し
ょ 

う
！ 

必
要
な
団
体
・
個
人
の
方
は
、
大
阪
原
水
協

迄
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。 



 

 

 

        

 

 

 

                       ノーベル平和賞を大きな歓びと力に、被爆 80年、2025年

を核兵器のない世界、非核平和の日本への転換の年に！！ 

 

【お知らせ】  

①  大阪原水協第一回団体・地域代表者会議を開催します。 

日 時 ： ２０２５年 ２月２１日（金） １８：３０～２０：００   

場 所 : 大阪府社会福祉会館５０３号室   欠席される場合は大阪原水協迄ご連絡下さい。 

 

       

被
災
７
１
年
２
０
２
５
年 

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
、「
核

の
タ
ブ
ー
」
を
世
界
に
築
き

上
げ
て
き
た
日
本
被
団
協
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を
祝

い
、
現
在
、
世
界
が
直
面
し

て
い
る
危
機
を
打
開
し
、
被

爆
８
０
年
を
核
兵
器
の
な
い

世
界
と
非
核
平
和
の
日
本
を

実
現
す
る
決
意
と
行
動
に
踏

み
出
す
場
で
す
。 

同
時
に
、
核
兵
器
禁
止
条

約
が
発
効
し
核
実
験
被
災
者

へ
の
救
援
や
環
境
汚
染
の
回

復
が
国
際
法
上
の
問
題
と
な

っ
て
い
る
も
と
で
、
７
０
年

以
上
に
わ
た
っ
て
ビ
キ
ニ
水

爆
な
ど
の
被
害
を
隠
蔽
し
、

健
康
調
査
も
謝
罪
も
補
償
も

せ
ず
放
置
し
続
け
て
い
る 

日
米
両
政
府
の
責
任
を
明

ら
か
に
し
、
す
べ
て
の 

被

害
者
の
救
済
を
求
め
、
世

界
の
核
実
験 

被
害
者
と

の
連
帯
を
築
き
ま
す
。 

 

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
を

被
爆
国
の
日
本
政
府
が
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

し
核
兵
器
の
廃
絶
へ
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果

た
す
よ
う
、
行
動
の
出
発

点
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！ 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
積
極

的
な
普
及
を
お
願
い
し
ま

す
。
１
部
２
２
０
円
で
す
。 

積
極
的
な
地
域
・
職
場

で
の
学
習
パ
ン
フ
・
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
活
用
、

普
及
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ビキニ水爆被災７１年   

３・１ビキニデーに参加を   

  いまから７１年前の１９５４年3月1日、アメリカは中

部太平洋ビキニ環礁で水爆実 験をおこないました。

広島に落とされた原爆の１０００倍という爆発により発

生した「死の灰」は、日本の多くのマグロ漁船の乗組

員やマーシャル諸島の島民たちに深刻な放射線被害

を生み出しました。被ばくした漁船員たちは救済され

ず、放置されたままです。広島、長崎につづく三度目

の核兵器による被害は、日本国民のなかに不安と怒

りを引き起こし、「水爆実験即時中止」「原水爆禁止」

などを求める署名は、当時の日本の有権者の過半数

を超え、広島での第１回原水爆禁止世界大会の開催

につながりました。 

  ３月１日は、人類と核兵器とのたたかいの「出発の

日」です。静岡でおこなわれる ３・１ビキニデーにぜひ

ご参加ください。大阪原水協からの宿泊・新幹線の申

し込みは終了しています。各自で、確保て下さい。 

 

 

 

 

2025年 1月 22日は、核兵器禁止条約発効から 

4周年です。府内各地域でも宣伝行動が取り組まれ、

大阪原水協は１９日にアベノキューズモール前で宣

伝・署名アピール行動を行いました。 

２０２４年１２月１０日、ノルウエーのノーベル委員会

は、被爆者が核兵器のない世界の実現に努力し、み

ずからの体験を語ることによって核兵器使用の手を縛

る「核のタブー」に貢献したとして日本被団協にノーベ

ル平和賞を授与しました。 

この受賞で、「核兵器と人類は共存出来ない」「核兵器

なくせ」の被爆者の声が世界中に響きわたりました。 

２０２４年１２月時点で、核兵器禁止条約に批准した国

は７３、署名国は９４に達しています。この世界の流れを

推し進めているのは一つひとつの国の市民の「草の根」

からの行動と主権者としての選択です。 

今年は広島、長崎の被爆から８０年節目です。被爆者

とともに、核兵器のない世界、非核平和の日本を実現す

るための行動を大いに広げていきましょう。 

 

 

 

 

 

草の根の運動をつなぎ、核兵器のない世界を 

 


